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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

地理Ｂ

202２年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「地理Ｂ」
受験者数： 84,497人
平均点： 46.5点
標準偏差： 14.4

【出典】 問題・集計結果データともに、202２年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

第１問 問５ 「５」

正解率 67．2％
SS75～ 96.8％
SS70～75 92.7％
SS65～70 89.9％
SS60～65 85.5％
SS55～60 79.3％
SS50～55 73.6%
SS45～50 65.9％
～SS45 48.0％

第１問 問５ 「５」

ステップをふんで考える資料読解問題で、各学力層で差がついた
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結 果 分 析

指導の ご提案

地理Ｂ

共通テストの資料読解問題で特徴的であったのは、「複数の資料を組み合わせて判断
する」出題、「資料の凡例などの指標と、国名を組み合わせて判断する」出題です。資料
中の国名や品目名をストレートに問う形式はほとんど出題されなくなりました。

本問では、タテとヨコの指標を判断するために、タテ・ヨコどちらのグループが特徴的か
を考えます。ヨコに見た場合、Ｑは先進国が含まれていることに着目して、Ｑが「被害額」と
判断します。次にタテに見て、タとチの国々を比較して、チにはプレートの狭まる境界に位
置する国が多いことから、 チが「地震」と考えます。
このように、資料から「着眼点」を見つけ出し、ステップをふんで考える力が求められて

おり、この力が身についているかどうかで、正解率に差がつきました。

教科書を一通り終了し、問題演習を通して知識の定着・確認や、新しい設問形式への
対策を進められている時期だと思います。新しい設問形式への対策に時間がかかり、基
礎知識の定着にかける時間が十分に取れていないということも伺っています。問題演習の
解説では「解き方・考え方」が中心となるかと思いますが、その際には、背景となる知識
（事実関係）を明確にし、その知識からどのように正解を導くのかという思考のつながり
が大切です。
また、共通テストでは、細かい知識ではなく、世界を大観して傾向をとらえることが重視

されています。自然環境と関連させて、産業や人口などの系統的な内容を確認するなど、
断片的な知識をつなげる練習を重ねることが大切です。
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